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旧産炭地自治体の保育実践
―川崎町保育所における保育の現実と展望―

爪 田 寿 子

A Study of Childcare Practice at the Ex-coal Productive Autonomy
―A Nurture’s Real and Reviews at the Nursery School in KAWASAKI Town―

Tsumeda Hisako

要旨 本論文は、人と人との関わりや自然との関わりを通じて、生活体験豊かな子どもを育てることを試みた

福岡県田川郡川崎町 浄照保育園の取り組みを報告したものである。

第１章 保育所の保育について、そしてその役割。

第２章 川崎町における保育所の変遷と現実の問題について。

第３章 子どもたちに豊かな生活体験を与える保育内容について。

第４章 生活体験実践内容とその成果について。

乳幼児期から人格形成に影響を与える生活体験が必要だと考え、子どもの心と身体の健全育成と生涯学習の

基礎作りについて考察してゆくものである。子ども自身が他者に関心を持ち、自発的に関わる力を養うには、

生活体験を豊かにする実践の継続が大切であると本研究によって、示唆されたと考えている。

はじめに

浄照保育園が位置する福岡県田川郡川崎町は、かつ

て炭鉱で栄えた町である。石炭が「黒ダイヤ」と全国

的にもてはやされ、各地から多くの人々が職を求めて

集まってきていた。旧産炭地となった今でも、石炭好

況の時代が人々の心から風化することなく、過去の栄

光として語り継がれている。

川崎町のヤマが消え32年がたつ。余儀なくされた失

業、貧困、過疎はいまだに子どもたちの生活に影響を

及ぼしつづけている。かつての日本におけるエネル

ギーの動力庫は、時限立法が失効した今、行き詰まり

を見せている。そのような中で子どもたちをいかに育

んで行くのか、正念場に直面していると言えよう。子

どもたちにとって本当に必要なものは何か。乳幼児期

から人格形成に影響を与える働きかけが必要ではない

だろうか。生涯学習の基礎である乳幼児の保育・教育

の重要性を訴えたい。子どもの心と身体を発達させる

保育・教育の手がかりとなればと考えている。

第１章 保育所の保育とはなにか

幼い子どもを育てる営みを「保育」という。保育と

は適切な環境のもとで、子どもの生存を保障し、その

成長、発達を保障するものと定義することができる。

子どもの健全な心身の発達を促すことをめざし、人間

として豊かな成長の土台となる基礎づくりがその目的

である。子どもの生理的、心理的特性に即して暖かく

世話をし、まもり大きくする営みといえる。

保育所は母親の就労率の増加に伴って急速に普及し
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てきた施設である。ライフスタイルの多様化が進むに

つれて保育所に対する社会的要求はますます高くなっ

てきている。これからの時代にそった保育のあり方が

大きな課題である。保育所は親、保護者に代わって子

どもを保護し、養育する家庭の代替機能を持っている。

今後は家庭も保育所も一体となって暖かい愛情で子ど

もたちを育んでいかなければならない。

今や「保育に欠ける」状態は共働き家庭の子どもに

限られなくなっている。生活する環境の住宅事情や交

通事情の悪化から生じる危険性の増加。周囲に遊び場

がなく、遊び仲間や兄弟姉妹も少ない。そのために生

じてくる年齢に応じた生活体験の欠如など、これらは

いずれも子どもにとって「保育に欠ける」状態といえ

るのではなかろうか。また、家庭において母親と１対

１で保育されることが子どもにとって一番満たされた

状態か、というとそうでない場合もある。個室の育児

「二人ぼっち」という言葉に表されているように育児

不安を抱えている母親も少なくなく、虐待などに結び

つく可能性も否めない。さらに、川崎町では旧産炭地

特有の社会問題から影響を受けている子どもも少なく

なく、その対応も課題とすべきところである。

福岡県川崎町では生活保護受給率が全国的に依然と

高く、不十分な生活環境におかれている子どもも多い。

2001年（平成13年）11月福岡県田川福祉事務所によれ

ば、福岡県の生活保護受給率は17.7パーミリであるが

福岡県川崎町の同月の生活保護受給率は130.7パーミ

リと7.38倍も高い受給率である。2001年（平成13）年

３月全国の受給率は8.7パーミリであるから福岡県川

崎町では劣悪な生活環境におかれている世帯が多いこ

とがわかる。こうした現状を踏まえた上で、これから

の保育所の保育は子どもの成長と発達を保障する大き

な役割を担っていかなければならないといえる。

第２章 福岡県川崎町 保育所における保育の現実

福岡県川崎町はそれまで家並みまばらで自然に恵ま

れた地域であったところに1900年代より炭鉱の会社と

労働者によって街がつくられ、数十年後には見る影も

なく衰退した劇的な歴史をもつ地区である。当時の石

炭産業の繁栄が大きかっただけにその残した傷も大き

い。川崎町最後のヤマが消えてから32年が経過するが

いまだに閉山の影響から立ち直ったとはいえない。失

業、貧困、過疎などの社会問題が今でも子どもたちの

生活を脅かし続けている現状である。

保育所の普及をたどると、児童福祉法の制定が大き

な契機となっている。炭鉱が栄え、人口が急激に増え

た。それにともなって保育所の需要が増え、保育所が

次々に創設されていったのである。川崎町では、人口

が流出し保育の需要が減少した現在でも田川郡下にお

いて最多の保育所設置数を誇っている。

川崎町における保育所設置の先駆けとして、1947年

（昭和22年）12月１日三井炭鉱四坑に三井保育所が創

設された。以降急速に普及して行くことになる。1963

年（昭和38年）に三井四坑は閉山しているので、これ

にともない三井保育所も廃止されたと思われるが、現

在では町立、私立あわせて９箇所の認可保育所があり、

その入所状況は表Ⅲのとおりである。

不十分な生活環境におかれている子どもにこそ家庭

の保育を補うものが必要である。全国的には100％にち

かい高校進学率を誇る日本であるが、川崎町では「川

崎町史」2001年（平成13年）３月によればいまだ84.9％

にとどまっている。川崎町の小学校、中学校の教師の

方々が子どもの学力が低いと言うのはなぜか。それは
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表Ⅰ 平成13年度平均 保護状況

被保護世帯

（世帯）

被保護人員

（人）

保護率

（‰）

開始世帯

（世帯）

廃止世帯

（世帯）

福岡県 29,825 46,940 17.6 4,320 3,219

市部 14,111 21,141 13.7 2,365 1,764

郡部 15,713 25,798 23.2 1,955 1,455

川崎町 1,505 2,632 130.3 185 122

年間平均数であり、数価の単位未満は四捨五入したため合計が一致しない場合がある。
福岡県保健福祉部監査保護課



子ども自身に能力がないのではなく、就学前から子ど

もたちのおかれている環境が不十分でのびる能力さえ

のばされていないという現実問題なのである。

1960年前後からの「子どもたちは動物的飢餓状態に

おかれている」と上野英信氏に表現された時期に、子

ども時代を過ごした青年たちが今、親となり子どもを

育てているのである。その親のなかには義務教育も満

足にうけられなかった者や両親から育てられなかった

経験をもつ者もいる。日常の保育において、園で行き

届かない点があると賠償金を要求したり、気に入らな

いことがあると、どなりこんできたりすることもある。

保育園の子どもたちを卒園させ、小学校へ送り出す

時、よほどのことがない限り子どもの個人的な差異に

ついては触れない。「ピアノがたんのうである」とか「本

を読むことが好き」などもしかりである。ピアノが家

庭にあるのなら、ピアノが身近に与えられれば、子ど

もは自ずからピアノが弾けるようになるであろう。絵

本が溢れる環境であれば本が好きになる可能性は高い。

そのような環境が整っていなかったという本人の努力

ではどうすることもできない、後天的理由で子どもを

評価するのは正当でない。子どもに能力がないのでは

ないという考え方に基づいてのことである。

第３章 保育内容における環境と体験

子どもにとっての「よい環境」とは環境が「応答性」

を持ち、相互作用が活発に行なわれる環境である。応

答性をもつ環境は、子どもにとって豊かな体験を与え

るものになる。環境はそれ自体では子どもの成長や発

達に影響を与えるものではない。子どもがまわりの環

境に対して見たり、話しかけたり、触れたりする働き

かけを行い、それに対して環境から応答が返ってきた

とき環境は子どもに対して影響を与えることができる。

端的に言えば子どもの成長にとって大切なのは、環境

ではなくて環境をくみ取る体験であるということにな

る。環境は子どもの周囲に独立して存在しているもの

である。環境と子どもの間に働きかけたり、働きかけ

られたりする相互作用が行なわれた時、子どもの成長

と発達に影響を与える体験が生み出されるのである。

浄照保育園では子どもたちに豊かな生活体験を与え

る実践として、世代間交流事業（主にお年寄りとの交

流）、異年齢児（主に小中学生）との交流事業などを行っ

ている。旧産炭地の社会問題が負の遺産ではなく、積

極的に解決してゆく力を持つ子どもに育つように、応

答性を持つ環境作りに日々取り組んでいるのである。

そしてさらに日常の保育に仏教を取り入れている。

子どもの生活に「静」を取り入れる働きかけである。

旧産炭地自治体の保育実践

表Ⅱ 町村別保育所状況（平成14年８月１日現在）

公立保育所 私立保育所

香春町 4 1

添田町 0 6

金田町 2 2

糸田町 4 1

川崎町 1 8

赤池町 0 4

方城町 2 2

大任町 1 3

赤村 0 3

合計 14 30

福岡県田川保健福祉環境事務所

表Ⅲ 川崎町保育所入所児童数の状況（４月１日現在）川崎町福祉課

79



子どもは起床から就寝まで「動」の連続である。「静」

を体験しなければ、「動」を理解することはできない。

また「静」は座禅に通じるところがあり、心と体を整

える効果がある。このような意味で毎週月曜日にお参

りを行っている。

第４章 世代間、異年齢児との交流とお参りの実践

お年寄り、異年齢児との交流事業は年間８回おこ

なっている。保育園の子ども達と一緒に同じ作業をし、

子どもの作品や遊戯を鑑賞するのである。そうするこ

とは子どもにさまざまな体験を可能にする。行事を体

験することは楽器や歌、ダンスやリズム遊び、劇や競

技などの音楽的、身体的、言語的表現を豊かにするこ

とにつながる。そしてそれ以上にお年寄り、異年齢児

と交流することによって人と人とのかかわり方や自然

を体験することにつながっている。

写真１・２ はなまつり（４月）

保育園の近所に住むお年寄り宅を訪問し、花御堂を

のせた白像にお参りをしていただくように子どもがお

願いをする。お年寄りの方にあいさつをし、お参りを

表Ⅴ 地域における異年齢児交流事業

実施月日 活動名 参加人数 活 動 内 容

６月９日 じゃがいもほり
在園児 50名

小学生 20名
在園児と卒園児が一緒にじゃがいもほりを楽しむ。

７月14日 夕涼み会
在園児 90名

小中学生 100名
地域の子どもたちが集い園庭で花火,夜店を楽しむ。

９月22日 運動会
在園児 90名

小中学生 50名
地域の子どもたちが参加し在園児とかけっこやダンスを楽しむ。

表Ⅳ 平成13年度世代間交流事業

実施月日 活動名 参加人数 活 動 内 容

４月６日 はなまつり
在園児 70名

地域参加者 50名
地域のお年寄りと在園児が一緒にはなまつりを祝う。

７月14日 夕涼み会
在園児 90名

地域参加者 60名
地域参加者と一緒に園庭で花火、夜店、を楽しむ。

９月22日 運動会
在園児 90名

地域参加者 200名
地域のお年寄り、保護者が集い在園児と競技を一緒に楽しむ。

９月24日 敬老会
在園児 10名

地域参加者 100名
地区の公民館で一緒に敬老のお祝いをする。

12月16日 発表会
在園児 90名

地域参加者 100名
地域のお年寄り、保護者が集い在園児の歌や踊りを楽しむ。

１月26日 おもちつき
在園児 90名

地域参加者 90名
大人と在園児がおもちをつき、地域のお年寄りに配る。

３月１日
ひなまつり

お茶会

在園児 90名

地域参加者130名
年長児が抹茶をたて、参加者全員にお菓子と一緒に差し上げる。

写真１ はなまつり

「仏様におまいりしてください。」
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依頼することは子どもにとって非常に勇気が必要なこ

とであるし、人と関わる方法を学習することになる。

写真３ じゃがいもほり（６月）

小学生と保育園の子どもが一緒にじゃがいもを掘る。

小学生は保育園児を手伝ったり、危ないときは注意し

たりする。保育園児のほうは小学生の言うことをよく

聞き、一生懸命にまねをするのである。そうすること

により、異年齢児との接し方、思いやりの心、そして

縦のつながりの大切さなどを学習することになる。

写真４ 夕涼み会（７月）

園庭を開放し、地域の人々、保育園児、保護者、地

域の子どもたちなどがつどい、楽しく過ごす。子ども

たちはたくさんの大人に支えられ、大切に守られて生

きていることを体験する機会となる。

写真５ 運動会（９月）

町の体育館に保護者や地域のお年寄り、子どもたち

がつどい運動会を楽しむ。大人と子どもがふれあい、

子どもの成長を喜び合う。そして自信、勇気、体力を

身につける。

写真６ 敬老会（９月）

福岡県川崎町池尻の森安公民館において敬老会に参

加し、敬老のお祝いをする。参加することによって、

たくさんのお年寄りとふれあい、お年寄りを敬い大切

にすることを考える機会となる。

写真７ 発表会（12月）

地域のお年寄り、子どもたち、保護者を保育園のホー

ルに招待する。子どもたちが自信を持つことにつなが

るように、日ごろの学習の成果をたたえる。

写真２ はなまつり

保育園の近くに住むお年寄り宅を訪問する。

写真３ じゃがいもほり
「お兄ちゃん、手伝ってー。」

写真４ 夕涼み会

地域の人々がつどい、ふれあいの場となる

写真５ 運動会

「みんながんばって 」
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写真８ おもちつき（１月）

地域のお年寄り、保護者が集まり、保育園の子ども

と一緒におもちをつく。子どもたちは大人と関わると

ともに、「ごはんがおもちになった 」など、自発的に

さまざまな発見をしている。

写真９ ひなまつり お茶会

５歳児が参加者全員に抹茶をたて、お菓子と一緒に

差し上げる。お年寄りからひな人形の説明を聞いたり

して、日本の文化に触れる機会となる。

このような実践がどのように子どもを変えるかとい

うと、技能の上達はもちろんであるが大きな変化は、

子ども自身が他者に関心をもって自発的に関わりをも

とうとするようになることである。健全な心と身体の

発達は、他者と関わる力が基礎になると考えている。

他者と関わる力とは、環境に順応し生きてゆく力、ま

たよりよい環境を作る力につながってゆく。具体的に

言えば、自分からあいさつができること。疑問に思う

ことをみつけ、自発的に質問ができること。ルールを

理解し守ることができること。問題をどうしたら解決

するかを考えることができること。などである。子ど

も自身がなぜと考えたり、自分から質問したりするな

ど問題意識をもつようになることなど、人と関わる方

法を身につけるということは旧産炭地特有の問題を克

服し、社会とつながることに発展していくであろうと

考えている。

写真10 おまいり

毎週月曜日のお参りは正座をし、手は軽くひざにお

き深呼吸をする。そして１分間おしゃべりをやめ、心

を落ち着けて黙とうをする。１分間は視覚、聴覚など

の全ての感覚が静止するのである。浄照保育園の園児

は３歳～５歳、までの３年間このお参りを継続して体

写真７ 発表会
「ももたろうさん、きび団子ひとつくださーい。」

写真８ おもちつき
「よいしょっ よいしょ 」

写真９ ひなまつり お茶会
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験することにより集中力の持続が可能となった。椅子

に座って人の話を継続して聞けるようになるのである。

そうすることは理解力の向上につながり、学習意欲も

高くなる。疑問に思うことを発見し、自発的に質問す

るようになる。卒園後、このような集中力持続の成果

が小学校で発揮されているようである。したがってお

参りの継続的体験も学力を高めるという意味で貧困の

克服へ発展すると思われる。

おわりに

現在の川崎町は、主要産業がなくなり人口の減少が

始まってから数十年ほどである。貧困の歴史になるに

はまだ早すぎる。大人は、川崎町の子どもたちを脅か

す現実の社会問題を憂えるばかりではいけないであろ

う。地域社会と保育、教育に携わるものが一体となっ

て子どもたちに働きかけ、自信や勇気、体力を身につ

けることは、今の子どもたちが子育てをする次の時代

をさらによいものにすることにつながる。失業、貧困、

過疎という川崎町の負の遺産を原動力として、地域全

体で子どもを育てる基盤が必要だと考える。旧産炭地

の保育・教育のありかたを問うことは、子どもたちが

川崎町に生まれたという根っこを大切にすることでは

ないだろうか。子どもへの愛情を町全体で世代的に再

生産したい。旧産炭地の傷跡をいまだ色濃く残す田川

郡川崎町に位置する浄照保育園がかかえる課題は大き

い。川崎町において、最も長い歴史をもつ浄照保育園

は、今後もさらに子どもたちにとって本当に必要なも

のはなにかを考え、子どもの心と体の健全育成、そし

て生涯学習の基礎を育む実践を追究していきたいと考

えている。本論文の実践研究は、ここで終結するもの

ではなく、今後さらに探究されるものとなるであろう。
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